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事象発生箇所 設備名 原子炉冷却系統設備
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原因分類 その他

国への法令報告根拠 -

事象発生状況

原因調査の概要

　ＰＬＲポンプ（Ｂ）メカニカルシール関連パラメータの変化の原因を究明するため、第２
段シールキャビティ圧力の変動に着目し要因分析を行い、以下の調査を実施した。
(1) 摺動部の点検
(2) シートリング追従に対する調査
(3) その他の部品・組立不良に対する調査
(4) 水質分析
(5) 付着物の汚染調査
(6) 減圧チューブの圧損調査

　第１段摺動部の外観目視を行った結果、シートリングにＵ溝部を起点として内周側に
摺動面を貫通する傷（長さ3.0mm，幅2.5mm，深さ0.3mm）を１箇所確認した。また、第２
段のシートリングもＵ溝部を起点として内周側に摺動面を貫通する傷（長さ7.5mm，幅
3.0mm，深さ0.1mm）が１箇所と、Ｕ溝部から内周側に伸びる傷（長さ0.5mm，幅0.5mm，
深さ0.1mm 未満）を１箇所確認した。
　また、表面形状測定および表面粗さ測定，摩耗量測定を確認した結果、通常の分解
点検時に確認される摺動痕および摩耗量であり、局部的な当たりや焼付きの痕跡が無
かった。
　
　以上の結果より，摺動面を貫通した傷はメカニカルシール組立時またはポンプへの組
込み時に，摺動部の間隙（2～4μｍ程度）とほぼ同程度の微細な異物が混入し傷が発
生したと推定した。

原子炉冷却材再循環ポンプ（Ｂ号機）軸封部取替に伴う原子炉手動停止について
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-

　定格熱出力一定運転中、原子炉冷却材再循環ポンプ*1（Ｂ号機）軸封部*2の第２段
シール圧力に上昇が認められた。その後、同圧力については通常運転範囲内である
が改善傾向が認められないことから、計画的に原子炉を停止して、念のため軸封部を
取り替えることとした。
　当該圧力は通常運転範囲内であり、原子炉冷却材再循環ポンプの運転に問題はな
く、原子炉の運転継続にも問題なかった。
１２月２日０時より電気出力の降下を開始し、原子炉を手動停止した。

*1　原子炉冷却材再循環ポンプ（ＰＬＲポンプ）
　原子炉内の冷却水を強制的に循環させるためのポンプで、ポンプの回転数（スピー
ド）を変えることにより、冷却水流量を調整し、原子炉の出力を増減させる。

*2　軸封部（メカニカルシール）
　ポンプ内部を流れる冷却水が回転軸の隙間を通してポンプ外部に出さないようにする
ために設けられている部品。



事象の原因

再発防止対策

  前回（１２回）定期検査時のメカニカルシール組立またはポンプへの組込時に、微細な
異物がメカニカルシールまたはポンプ内に混入した。混入した微細な異物は、第１段摺
動部および第２段摺動部に入り、シートリング摺動面を傷つけた。第１段および第２段
シートリング摺動面の傷から侵食が発生・進展し、摺動部からの漏えいに至ったものと
推定した。
　１１月２４日からの事象発生当初は、第１段摺動部からの漏えい量が第２段摺動部に
くらべて大きいため、第２段シールキャビティ圧力が漸増傾向であったと推定した。
　但し、１１月３０日からは、第２段シールキャビティ圧力が漸減傾向になっているが、ド
ライウェルＬＣＷ移送量の漸増傾向は変わっていないことから、第２段シートリング摺動
面の侵食が大きくなり、摺動部からの漏えい量が大きくなったことによるものと推定し
た。

　原子炉冷却材再循環ポンプ（Ｂ）のメカニカルシールを新品と取り替えた。
　
　従来から実施している「クリーンハウスの設置」「１パーツ組立て毎に異物の付着の有
無確認」等の異物混入防止対策を引き続き実施することに加え、以下の対策を実施す
ることを工事要領書に反映し、入念な異物混入防止に努めることとした。
【現場では従来より実施していたが、工事要領書に明記することで、より確実に実施す
る項目】
・回転リングとシートリングを取付ける際には、摺動面等に異物が無い事を確認する。
・摺動面に油脂分が付着しないように、ゴム手袋を頻繁に交換する。また、摺動面に油
脂分が付着した場合は洗浄を実施する。
・潤滑材の塗布箇所および塗布量を遵守する。
【新たに追加して実施する項目】
・手入れが終了した部品については、異物等が付着しないように新しいシートまたは袋
にて養生を行い、メカニカルシール組立まで保管する。
・メカニカルシール組込時に、モータ台内側の異物がシールボア内へ混入しないように
シート養生を実施する。
・モータ台内に入る際には靴交換を実施する。また、入口には粘着マットを設置する。
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